











































 Brown and Levinson(以降，B&L)が，1978/1987 年に，ポライトネス理論を普遍理論とし




















きたことによる。その後，2000 年代に入ると，日本語研究者による B&L の理論の誤解に基
づく批判への批判や，大筋として B&L を支持する日本語とポライトネスに関する英語によ































































（６） ポライトネスは，フェイス侵害行為(Face Threatening Act：FTA)の FT 度軽減行為
としてだけでなく，「フェイス充足行為(Face Satisfying Act:FSA)」も加えて，よ
りマクロな観点からも捉える必要がある。 






















































3.1 DP 理論の骨格と主な特徴のまとめ 























ライトネス効果」を区別して考える。見積もり差には，以下の 3 種がある。 
①  話し手が実際に行った言語行動のフェイス侵害度についての「見積もり（期待）」
のずれ 
②  「フェイス侵害度の見積もりに応じて選択されたストラテジー」のずれ 

























Ｄｅ値    -1              -α     ０     +α            +1 
     
 
見積り差（Ｄe 値） 
の範囲    －1≦Ｄe＜－α    －α≦Ｄe≦＋α       +α＜Ｄe≦+1 
行動の適切性  過少行動（例：粗野)   適切行動（適切）   過剰行動(例：慇懃無礼) 
マイナス効果    プラス効果（快）        マイナス効果 
ポライトネス効果  （失礼，不快）  ニュートラル効果(中立)   （失礼，不快） 
      
見積もり差（Discrepancy in estimations:Ｄe 値）：Ｄｅ＝Ｓｅ－Ｈｅ 
Ｓｅ：話し手（Speaker）の「見積り（estimation）」（以下の＊参照）。仮に， 0 から 1 の間の数値で表
すものとする。 
Ｈｅ：聞き手（Hearer）の「見積り（estimation）」。仮に，0 から 1 の間の数値で表すものとする。 
α：許容できるずれ幅 
 
＊「見積もり（estimation）」には，以下の 3 種がある。 
１ 話し手が実際に行った言語行動のフェイス侵害度についての「見積もり（期待値）」 
２ 「フェイス侵害度の見積もりに応じて選択されたストラテジー」の「見積もり（期待値）」 
３ 「談話の基本状態」が何であるかについての「見積もり (期待値)」 
 
図１ 「見積もり差（De 値）」，「行動の適切性」，「ポライトネス効果」 
 
 
3.2 DP 理論を用いた研究と今後の展開 


















③  時間の概念を含めた「フェイス均衡原理」の記述と分析方法を精緻化していくもの。 
④  母語話者同士の母語場面ではなく，「接触場面」の「基本状態」をどのように捉え，記
述していくかを考えるもの。 




3.3 DP 理論の３つの新側面 
 DP 理論の新構想で整理し，新たに追加した点は以下の 3 点である。 
①  2 種類の人間関係のあり方の想定 
②  フェイス侵害度見積もりの公式の修正 




3.3.1 2 種類の人間関係の想定 
DP 理論では，それを適用する社会生活における人間関係を，その言語使用への影響とい
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     ②行為者が，ある行為（ｘ）をすべきでないか，或いは，（簡単には）できない 
理由がある場合は，その負荷度は上がる。 
 
































（ⅰ）(a) 時間なども含む「サービス」を求めることによって相手にかける負荷度の    


















































D:Distance 話者間の社会的・心理的距離 ６ 
P:Power  聞き手の話し手に対する力 
Rx:Rank of impositions ある特定の文化におけるある行為（ｘ）の負荷度の序列 
DSF(S): Desire for Saving his/her own Face 
 
3.3.4「フェイス均衡原理(Face-balance principle) ７」という捉え方の導入 





























した。図２の縦軸は，「フェイス充足度（Degree of Face Satisfaction）」を表し，数学的
な意味ではないが，象徴的な表し方として，0±n（比較的小さい値，ここでは，仮に 10
とする）で，表わされるものとする。また，横軸は，時間（期間）の経過を示す。通常の
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１  主に英語で書かれた雑誌では，何度かに渡って特集が組まれた .(Multilingua 8 2/3, 
1989; Journal of pragmatics, Vol. 14/2, 1990; Multilingua,1993, 12/1; Journal of 
pragmatics, 21, 5, 1994 等)。1990 年代後半になると，非印欧言語，特にアジアの言語文
化におけるポライトネスを扱うには，文化的相対性をもっと考慮する必要があるというこ
とが声高に叫ばれ，その動きをまとめるかのように，1999 年には，第１回 International 






英国の研究者を中心に Linguistic Politeness Research Group(以降 LPRG)が結成され，研
究会や国際学会が企画・実施されるようになった。また，2002 年には，the e-journal 
series, Working Papers on the Web, vol.3 が politeness の特集が組まれ，2003 年には，
Journal of pragmatics が，それまでの議論で整理されていなかった face の特集を改めて
組む。また，2002 年に，LPRG の主催で開催された International Symposium on Linguistic 
Politeness の発表論文の一部を編んだものが，Multilingua, 23 1/2, 2004 にまとめられ, 
2005 年 2 月には，LPRG のメンバーを中心に，ポライトネス関連研究に特化する Journal of 
politeness research(Walter de Gruyter)が創刊された。2006 年にも Multilingua，25 3
が politeness を特集し，さらに 2007 年には，Journal of pragmatics 39 4 が，「アイデ
ンティティ，フェイス，ポライトネス」という観点からポライトネスに関する特集を組ん
でいる。しかし，同時にこのころから，記述研究と理論研究派の二極化は進んでいくこと
になった。その後も，何度か politeness にかかわる特集は，組まれてはいる。Special 
issue of the Journal of Politeness,Sara Mills / Kate Beeching,Published Online: 
2006-05-09,  Journal of Politeness Research Language, Behaviour, Culture Edited by 
Grainger, Karen. Special Section on Im/politeness and globalization Edited by Maria 


















７ Goffman(1972:19)に，既に‘correcting the disequilibrium’という概念が出されている。 
B&L(1987:236)も，ローカルな観点からのやりとりを例に，それを「バランス原理(balance 
principle)」として触れているが，彼らのポライトネス理論の中に位置づけ，体系化すると
ころまでには至っていない。DP 理論においては，人間の相互作用をポライトネスに焦点を当
てて捉えるが，そこにも，むしろ，どちらかと言うと，B&L よりも，Goffman に近いマクロ
な視点を適用していく。 
８ B&L(1987:236)も，「バランス原理（balance principle）」として簡単に触れているが，体系
化するところまではいっていない。 
